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【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行  
う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 、
　 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制  
限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 、
　 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 及 び 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う 条 件 判 定 装 置 と 、 を  
備 え 、
　 前 記 条 件 判 定 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前  
記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で  
あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信  
す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と の  
間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ２ の  
無 線 通 信 装 置 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末  
か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前  
記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き  
、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記  
第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場  
合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に  
存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の  
エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 電 波 を 前 記 携  
帯 端 末 が 受 信 し た 強 度 で あ る 第 １ の 電 波 強 度 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 第  
２ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 電 波 を 前 記 携 帯 端 末 が 受 信 し た 強 度 で あ る 第 ２ の 電 波 強 度 を 受 信  
し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
の 電 波 強 度 が 前 記 第 ２ の 電 波 強 度 よ り も 強 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き  
に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端  
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末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 電 波 強 度 が 前 記 第 １ の 電 波  
強 度 よ り も 強 い と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を  
許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 に 電  
波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で の 時 間 で あ  
る 第 １ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の 無 線 通  
信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で  
の 時 間 で あ る 第 ２ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
の 通 信 時 間 が 前 記 第 ２ の 通 信 時 間 よ り も 短 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き  
に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端  
末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 通 信 時 間 が 前 記 第 １ の 通 信  
時 間 よ り も 短 い と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を  
許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 に 電  
波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で の 時 間 で あ  
る 第 １ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の 無 線 通  
信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で  
の 時 間 で あ る 第 ２ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ の 通 信 時 間 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と の  
間 の 距 離 で あ る 第 １ の 距 離 を 算 出 し 、 前 記 第 ２ の 通 信 時 間 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ２  
の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 で あ る 第 ２ の 距 離 を 算 出 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
の 距 離 が 前 記 第 ２ の 距 離 よ り も 短 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記  
要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前  
記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 距 離 が 前 記 第 １ の 距 離 よ り も 短 い と  
き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と の  
間 の 距 離 で あ る 第 １ の 距 離 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ２  
の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 で あ る 第 ２ の 距 離 を 受 信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
の 距 離 が 前 記 第 ２ の 距 離 よ り も 短 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記  
要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前  
記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 距 離 が 前 記 第 １ の 距 離 よ り も 短 い と  
き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の エ リ ア 及 び 前 記 第 ２ の エ リ ア の 間 に は 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ  
リ ア と を 遮 断 す る た め の 遮 断 部 材 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 場 を 許 可 し た 場 合 に は 、 前 記 遮 断 部 材 を 開 く こ と が で き る よ う に  
し 、 前 記 入 場 を 許 可 し な い 場 合 に は 、 前 記 遮 断 部 材 を 開 く こ と が で き な い よ う に す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の エ リ ア 及 び 前 記 第 ２ の エ リ ア の 間 に は 、 第 ３ の エ リ ア が 設 け ら れ て お り 、
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　 前 記 第 １ の エ リ ア 及 び 前 記 第 ３ の エ リ ア の 間 に は 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ３ の エ  
リ ア と を 遮 断 す る た め の 第 １ の 遮 断 部 材 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の エ リ ア 及 び 前 記 第 ３ の エ リ ア の 間 に は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と 、 前 記 第 ３ の エ  
リ ア と を 遮 断 す る た め の 第 ２ の 遮 断 部 材 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 入 場 を 許 可 し た 場 合 に は 、 前 記 第 １ の 遮 断 部 材 及 び 前 記 第 ２ の 遮 断  
部 材 を 開 く こ と が で き る よ う に し 、 前 記 入 場 を 許 可 し な い 場 合 に は 、 前 記 第 １ の 遮 断 部 材  
及 び 前 記 第 ２ の 遮 断 部 材 を 開 く こ と が で き な い よ う に す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア と 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ  
る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ  
ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 と 、
　 前 記 無 線 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う 条 件 判 定 装 置 と 、 を 備 え 、
　 前 記 条 件 判 定 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前  
記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で  
あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信  
す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 間  
隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前 記 携  
帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記  
登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許  
可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前  
記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者  
の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 物 理 量 と し て 、 前 記 無 線 通 信 装 置 か ら の 電 波 を 前 記 携 帯 端 末 が 受 信  
し た 強 度 で あ る 電 波 強 度 を 受 信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 電 波  
強 度 が 予 め 定 め ら れ た 閾 値 よ り も 弱 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前  
記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら  
前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 電 波 強 度 が 前 記 閾 値 よ り も 弱 い と き に 、  
前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 無 線 通 信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て  
か ら 、 前 記 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で の 時 間 で あ る 通 信 時 間 を 受 信 し  
、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 通 信  
時 間 が 予 め 定 め ら れ た 閾 値 よ り も 長 く 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求  
者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第  
２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 通 信 時 間 が 前 記 閾 値 よ り も 長 い と き に 、 前 記 要  
求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 無 線 通 信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て  
か ら 、 前 記 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で の 時 間 で あ る 通 信 時 間 を 受 信 し  
、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 通 信 時 間 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 を 算  
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出 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 距 離  
が 予 め 定 め ら れ た 閾 値 よ り も 長 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要  
求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 距 離 が 前 記 閾 値 よ り も 長 い と き に 、 前 記 要 求  
者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 を 受  
信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 距 離  
が 予 め 定 め ら れ た 閾 値 よ り も 長 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要  
求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 距 離 が 前 記 閾 値 よ り も 長 い と き に 、 前 記 要 求  
者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行  
う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 、
　 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制  
限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 、
　 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ  
れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と 、
　 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 、 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 及 び 前 記 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と 通 信  
を 行 う 条 件 判 定 装 置 と 、 を 備 え 、
　 前 記 条 件 判 定 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前  
記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で  
あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信  
す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と の  
間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ２ の 無 線 通  
信 装 置 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 携 帯 端 末 と  
前 記 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ３ の 物 理 量 を 、 前  
記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記  
第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と  
判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第  
１ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要  
求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か  
ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要  
求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ  
と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 電 波 を 前 記 携  
帯 端 末 が 受 信 し た 強 度 で あ る 第 １ の 電 波 強 度 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 第  
２ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 電 波 を 前 記 携 帯 端 末 が 受 信 し た 強 度 で あ る 第 ２ の 電 波 強 度 を 受 信  
し 、 前 記 第 ３ の 物 理 量 と し て 、 前 記 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 電 波 を 前 記 携 帯 端 末 が 受 信  
し た 強 度 で あ る 第 ３ の 電 波 強 度 を 受 信 し
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
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の 電 波 強 度 が 前 記 第 ２ の 電 波 強 度 よ り も 強 く 、 前 記 第 ３ の 電 波 強 度 が 予 め 定 め ら れ た 閾 値  
よ り も 弱 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ  
ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら  
れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 電 波 強 度 が 前 記 第 １ の 電 波 強 度 よ り も 強 く 、 か つ 、 前 記 第 ３  
の 電 波 強 度 が 前 記 閾 値 よ り も 弱 い と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の  
エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 に 電  
波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で の 時 間 で あ  
る 第 １ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の 無 線 通  
信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で  
の 時 間 で あ る 第 ２ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、 前 記 第 ３ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第  
３ の 無 線 通 信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受  
信 す る ま で の 時 間 で あ る 第 ３ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
の 通 信 時 間 が 前 記 第 ２ の 通 信 時 間 よ り も 短 く 、 前 記 第 ３ の 通 信 時 間 が 予 め 定 め ら れ た 閾 値  
よ り も 長 く 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ  
ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら  
れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 通 信 時 間 が 前 記 第 １ の 通 信 時 間 よ り も 短 く 、 か つ 、 前 記 第 ３  
の 通 信 時 間 が 前 記 閾 値 よ り も 長 い と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の  
エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 に 電  
波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で の 時 間 で あ  
る 第 １ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の 無 線 通  
信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受 信 す る ま で  
の 時 間 で あ る 第 ２ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、 前 記 第 ３ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第  
３ の 無 線 通 信 装 置 に 電 波 を 送 信 し て か ら 、 前 記 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 か ら の 応 答 の 電 波 を 受  
信 す る ま で の 時 間 で あ る 第 ３ の 通 信 時 間 を 受 信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ の 通 信 時 間 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と の  
間 の 距 離 で あ る 第 １ の 距 離 を 算 出 し 、 前 記 第 ２ の 通 信 時 間 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ２  
の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 で あ る 第 ２ の 距 離 を 算 出 し 、 前 記 第 ３ の 通 信 時 間 か ら 、 前 記  
携 帯 端 末 と 前 記 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 で あ る 第 ３ の 距 離 を 算 出 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
の 距 離 が 前 記 第 ２ の 距 離 よ り も 短 く 、 前 記 第 ３ の 距 離 が 予 め 定 め ら れ た 閾 値 よ り も 長 く 、  
か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第  
２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合  
に 、 前 記 第 ２ の 距 離 が 前 記 第 １ の 距 離 よ り も 短 く 、 前 記 第 ３ の 距 離 が 前 記 閾 値 よ り も 長 い  
と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 第 １ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と の  
間 の 距 離 で あ る 第 １ の 距 離 を 受 信 し 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 と し て 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ２  
の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 で あ る 第 ２ の 距 離 を 受 信 し 、 前 記 第 ３ の 物 理 量 と し て 、 前 記  
携 帯 端 末 と 前 記 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 距 離 で あ る 第 ３ の 距 離 を 受 信 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １  
の 距 離 が 前 記 第 ２ の 距 離 よ り も 短 く 、 前 記 第 ３ の 距 離 が 予 め 定 め ら れ た 閾 値 よ り も 長 く 、  
か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第  
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２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合  
に 、 前 記 第 ２ の 距 離 が 前 記 第 １ の 距 離 よ り も 短 く 、 か つ 、 前 記 第 ３ の 距 離 が 前 記 閾 値 よ り  
も 長 い と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る  
こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の エ リ ア は 、 建 物 の 予 め 定 め ら れ た 階 で あ る 第 １ の 階 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の エ リ ア は 、 前 記 建 物 の 、 前 記 第 １ の 階 と は 異 な る 階 で あ る 第 ２ の 階 で あ り 、
　 前 記 第 ３ の エ リ ア は 、 前 記 建 物 の エ レ ベ ー タ シ ス テ ム で 使 用 さ れ て い る か ご で あ る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ か ら １ ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で  
あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ  
リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア  
へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、  
前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ  
れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置  
と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第  
２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 隔 に 応  
じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前  
記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き  
、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記  
第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場  
合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に  
存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の  
エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で  
あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ  
リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア  
へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、  
前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ  
れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設  
置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ  
て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前 記 携  
帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記  
登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許  
可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前  
記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者  
の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で  
あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ  
リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア  
へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、  
前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ  
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れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置  
と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の エ  
リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の  
間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記  
第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信  
を 行 う 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第  
３ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記  
第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と  
判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第  
１ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要  
求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か  
ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要  
求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ  
と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で  
あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ  
リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア  
へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、  
前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ  
れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置  
と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第  
２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 隔 に 応  
じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 、 及 び 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前  
記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き  
、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記  
第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場  
合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に  
存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の  
エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 、 と し て 機 能 さ せ る こ と
　 を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で  
あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ  
リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア  
へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、  
前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ  
れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設  
置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ  
て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 、 及 び 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前 記 携  
帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記  
登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許  
可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前  
記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者  
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の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 、 と し て 機 能 さ せ る  
こ と
　 を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で  
あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ  
リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア  
へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、  
前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ  
れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置  
と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の エ  
リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の  
間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記  
第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信  
を 行 う 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第  
３ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 、 及 び 、
　 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記  
第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と  
判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第  
１ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要  
求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か  
ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要  
求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 、 と し て 機 能 さ  
せ る こ と
　 を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
通 信 部 が 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た  
利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る  
第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １  
の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端  
末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 し 、
前 記 通 信 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末  
と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理  
量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線  
通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 を 、 前 記 携  
帯 端 末 か ら 受 信 し 、
制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理  
量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ  
と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア  
か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、
前 記 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の  
物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す  
る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を  
許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
通 信 部 が 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た  
利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る  
第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １  
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の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端  
末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 し 、
前 記 通 信 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の  
間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装  
置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 し 、
制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら  
、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求  
者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の  
入 場 を 許 可 し 、
前 記 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量  
か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前  
記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
通 信 部 が 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た  
利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る  
第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １  
の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端  
末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 し 、
前 記 通 信 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末  
と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理  
量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第  
２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理  
量 、 及 び 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア  
に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の  
間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ３ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 し 、
制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理  
量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存  
在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者  
の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、
前 記 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の  
物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア  
に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １  
の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と
　 を 特 徴 と す る 入 場 許 否 判 定 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 第 １ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム は 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者  
が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 、 登 録 さ れ  
た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い  
る 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信  
装 置 及 び 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う 条 件 判 定 装 置 と 、 を 備 え 、 前 記 条 件 判 定 装  
置 は 、 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は  
、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用  
者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を  
受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置  
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と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第  
２ の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯  
端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に  
、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在  
す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の  
前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の  
入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯  
端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第  
２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す  
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 第 ２ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム は 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者  
が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア と 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登  
録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ  
リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 と 、 前 記 無 線 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う 条 件 判  
定 装 置 と 、 を 備 え 、 前 記 条 件 判 定 装 置 は 、 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入  
場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要  
求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の  
入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記  
携 帯 端 末 と 前 記 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら
受 信 す る 通 信 部 と 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物  
理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、  
前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ  
リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前  
記 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き る と  
き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と  
、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 の 第 ３ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 シ ス テ ム は 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者  
が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 、 登 録 さ れ  
た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い  
る 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 、 前 記 第 １ の エ リ ア と  
、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う 第  
３ の 無 線 通 信 装 置 と 、 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 、 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 及 び 前 記 第 ３ の  
無 線 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う 条 件 判 定 装 置 と 、 を 備 え 、 前 記 条 件 判 定 装 置 は 、 前 記 第 １ の エ  
リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア  
か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使  
用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、  
前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の 間 隔 に 応 じ  
て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と の 間 の  
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間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 携 帯 端 末 と 前 記 第 ３ の 無 線  
通 信 装 置 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ３ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら
受 信 す る 通 信 部 と 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第  
１ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ  
リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前  
記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら  
前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前  
記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き  
る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御  
部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 開 示 の 第 １ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 装 置 は 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入  
場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録  
者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求  
、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行  
う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場  
要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前  
記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変  
化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線 通 信 を 行 う  
第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量  
を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 と 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ  
て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の  
エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、  
前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か  
ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か  
ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要  
求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る こ  
と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 開 示 の 第 ２ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 装 置 は 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入  
場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録  
者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求  
、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行  
う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場  
要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の  
エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う  
無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら
受 信 す る 通 信 部 と 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物  
理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、  
前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ  
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リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前  
記 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と が で き る と  
き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と  
、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 の 第 ３ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 装 置 は 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず 利 用 者 が 入  
場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ 、 前 記 登 録  
者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １ の 入 場 要 求  
、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入 場 要 求 を 行  
う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記 第 ２ の 入 場  
要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前  
記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変  
化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通  
信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る  
第 ２ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第  
３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端  
末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ３ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す  
る 通 信 部 と 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物  
理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に  
存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求  
者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第  
２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３  
の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る と き  
に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部 と 、  
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 開 示 の 第 １ の 態 様 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず  
利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ  
、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １  
の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入  
場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設  
置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔  
に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 無 線  
通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第  
２ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 、 及 び 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入  
場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端  
末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者  
で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、  
前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記  
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第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き る  
と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 す る 制 御 部  
、 と し て 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 開 示 の 第 ２ の 態 様 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず  
利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ  
、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １  
の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入  
場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、  
前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線  
通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前 記 携  
帯 端 末 か ら 受 信 す る 通 信 部 、 及 び 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た  
場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と  
が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か  
ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て  
き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る  
こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許  
可 す る 制 御 部 、 と し て 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 開 示 の 第 ３ の 態 様 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず  
利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ  
、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １  
の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入  
場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 す る と と も に 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア に 設  
置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔  
に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端  
末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物  
理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ  
れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ３ の 無 線 通 信 装 置 と  
前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ３ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末  
か ら 受 信 す る 通 信 部 、 及 び 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に  
、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記  
第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と  
き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 携 帯  
端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理  
量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ  
と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可  
す る 制 御 部 、 と し て 機 能 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 開 示 の 第 １ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 方 法 は 、 通 信 部 が 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず  
利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ  
、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １  
の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入  
場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 し 、 前 記 通 信 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア  
に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の  
間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、  
無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ  
る 第 ２ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 受 信 し 、 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入  
場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端  
末 が 前 記 第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者  
で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、
前 記 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の  
物 理 量 及 び 前 記 第 ２ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す  
る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 を  
許 可 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 開 示 の 第 ２ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 方 法 は 、 通 信 部 が 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず  
利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ  
、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １  
の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入  
場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 し 、 前 記 通 信 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア  
と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と  
無 線 通 信 を 行 う 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 を 、 前  
記 携 帯 端 末 か ら 受 信 し 、 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た  
場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し な い と 判 断 す る こ と  
が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か  
ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場  
要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ３ の エ リ ア に 存 在 し  
な い と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ  
ア へ の 入 場 を 許 可 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 開 示 の 第 ３ の 態 様 に 係 る 入 場 許 否 判 定 方 法 は 、 通 信 部 が 、 利 用 登 録 の 有 無 に 関 わ ら ず  
利 用 者 が 入 場 で き る 第 １ の エ リ ア か ら 、 登 録 さ れ た 利 用 者 で あ る 登 録 者 の 入 場 が 許 可 さ れ  
、 前 記 登 録 者 以 外 の 利 用 者 の 入 場 が 制 限 さ れ て い る 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 １  
の 入 場 要 求 、 又 は 、 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア へ の 入 場 要 求 で あ る 第 ２ の 入  
場 要 求 を 行 う 利 用 者 で あ る 要 求 者 が 使 用 す る 携 帯 端 末 か ら 、 前 記 第 １ の 入 場 要 求 又 は 前 記  
第 ２ の 入 場 要 求 を 受 信 し 、 前 記 通 信 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 で 計 測 さ れ た 、 前 記 第 １ の エ リ ア  
に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 １ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の  
間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携  
帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ２ の 無 線 通 信 装 置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す  
る 物 理 量 で あ る 第 ２ の 物 理 量 、 及 び 、 前 記 第 １ の エ リ ア と 、 前 記 第 ２ の エ リ ア と の 間 に 配  
置 さ れ て い る 第 ３ の エ リ ア に 設 置 さ れ 、 前 記 携 帯 端 末 と 無 線 通 信 を 行 う 第 ３ の 無 線 通 信 装  
置 と 前 記 携 帯 端 末 と の 間 の 間 隔 に 応 じ て 変 化 す る 物 理 量 で あ る 第 ３ の 物 理 量 を 、 前 記 携 帯  
端 末 か ら 受 信 し 、 制 御 部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 １ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に  
、 前 記 第 １ の 物 理 量 、 前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記  
第 １ の エ リ ア に 存 在 す る と 判 断 す る こ と が で き 、 か つ 、 前 記 要 求 者 が 前 記 登 録 者 で あ る と  
き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 １ の エ リ ア か ら 前 記 第 ２ の エ リ ア へ の 入 場 を 許 可 し 、 前 記 制 御  
部 が 、 前 記 携 帯 端 末 か ら 前 記 第 ２ の 入 場 要 求 が 送 ら れ て き た 場 合 に 、 前 記 第 １ の 物 理 量 、  
前 記 第 ２ の 物 理 量 及 び 前 記 第 ３ の 物 理 量 か ら 、 前 記 携 帯 端 末 が 前 記 第 ２ の エ リ ア に 存 在 す  
る と 判 断 す る こ と が で き る と き に 、 前 記 要 求 者 の 前 記 第 ２ の エ リ ア か ら 前 記 第 １ の エ リ ア  
へ の 入 場 を 許 可 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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